
(57)【要約】

【目的】　速い反応速度を有する液晶表示（ＬＣＤ）パ

ネルを提供する。

【解決手段】　少なくとも、第１グループのゲートライ

ンと、第２グループのゲートラインと、第１グループの

ソースラインとを含み、ゲートパルス信号が２グループ

のゲートラインを介してＬＣＤパネルに供給されるとと

もに、第２グループのソースラインを含み、２グループ

のソースラインのうち１つには、実際のイメージデータ

が供給され、もう1つには、黒いイメージデータが供給

されるのが好ましいものであり、従って、このＬＣＤパ

ネルは、光学補正複屈折ＬＣ（ＯＣＢ-ＬＣ）を必要と

せずに、ねじれネマチックＬＣまたは垂直配向ＬＣ（Ｖ

Ａ-ＬＣ）のみを使用することができるので、ＯＣＢ-Ｌ

Ｃの使用による速い反応速度のＬＣパネルの諸問題を回

避することができる。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 画 素 を 有 し 、 前 記 し た 複 数 の 画 素 の １ つ が そ れ ぞ れ 第 １ ト ラ ン ジ ス タ ー お よ び 第
２ ト ラ ン ジ ス タ ー を 含 む パ ネ ル と 、
前 記 第 １ ト ラ ン ジ ス タ ー の ゲ ー ト 電 極 に お い て そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト
ラ イ ン と 、
前 記 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ ー の ゲ ー ト 電 極 に お い て そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト
ラ イ ン と 、
第 １ グ ル ー プ の ソ ー ス ラ イ ン と
を 備 え る も の で あ っ て 、
　 前 記 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン に 実 際 の イ メ ー ジ デ ー タ に 対 す る 複 数 の ゲ ー ト パ ル ス
信 号 が 供 給 さ れ る 時 、 前 記 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン に 黒 い イ メ ー ジ デ ー タ に 対 す る 複
数 の ゲ ー ト パ ル ス 信 号 が 供 給 さ れ る と と も に 、 ま た 、 そ の 逆 も 同 様 で あ る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 複 数 の 画 素 を 有 し 、 前 記 し た 複 数 の 画 素 の １ つ が そ れ ぞ れ 第 １ ト ラ ン ジ ス タ ー お よ び 第
２ ト ラ ン ジ ス タ ー を 含 む 液 晶 （ Ｌ Ｃ ） パ ネ ル と 、
前 記 Ｌ Ｃ パ ネ ル の そ れ ぞ れ の 前 記 第 １ ト ラ ン ジ ス タ ー の ゲ ー ト 電 極 に 接 続 さ れ た 第 １ グ ル
ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン を 備 え た 第 １ ゲ ー ト ド ラ イ バ ー と 、
前 記 Ｌ Ｃ パ ネ ル の そ れ ぞ れ の 前 記 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ ー の ゲ ー ト 電 極 に 接 続 さ れ た 第 ２ グ ル
ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン を 備 え た 第 ２ ゲ ー ト ド ラ イ バ ー と 、
前 記 Ｌ Ｃ パ ネ ル に 接 続 さ れ た 第 １ ソ ー ス ラ イ ン を 有 す る 第 １ ソ ー ス ド ラ イ バ ー と
を 備 え 、
　 前 記 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン に 実 際 の イ メ ー ジ デ ー タ に 対 す る 複 数 の ゲ ー ト パ ル ス
信 号 が 供 給 さ れ る 時 、 前 記 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン に 黒 い イ メ ー ジ デ ー タ に 対 す る 複
数 の ゲ ー ト パ ル ス 信 号 が 供 給 さ れ る と と も に 、 ま た 、 そ の 逆 も 同 様 で あ る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 ゲ ー ト パ ル ス 信 号 が 、 時 間 差 に よ り 上 記 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン お よ び 上 記 第
２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン に 供 給 さ れ る も の で あ る 請 求 項 1ま た は ２ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置
。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 第 １ ト ラ ン ジ ス タ ー の ド レ イ ン 電 極 お よ び 上 記 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ ー の ド レ イ ン 電 極
が 、 キ ャ パ シ タ ー の 端 末 に 接 続 さ れ る も の で あ る 請 求 項 1ま た は ２ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 液 晶 表 示 装 置 が 、 さ ら に 、 第 ２ グ ル ー プ の ソ ー ス ラ イ ン を 備 え る も の で あ っ て 、
上 記 第 １ グ ル ー プ の ソ ー ス ラ イ ン に 実 際 の イ メ ー ジ デ ー タ が 供 給 さ れ る 時 、 前 記 第 ２ グ ル
ー プ の ソ ー ス ラ イ ン に 黒 い イ メ ー ジ デ ー タ が 供 給 さ れ る と と も に 、 ま た 、 そ の 逆 も 同 様 で
あ る 請 求 項 1ま た は ２ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 し た 実 際 の イ メ ー ジ デ ー タ お よ び 上 記 し た 黒 い イ メ ー ジ デ ー タ が 、 時 間 差 に よ り 供
給 さ れ る も の で あ る 請 求 項 ５ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 第 １ ゲ ー ト ド ラ イ バ ー お よ び 上 記 第 ２ ゲ ー ト ド ラ イ バ ー が 、 そ れ ぞ れ 、 入 力 信 号 を
受 信 す る た め に 接 続 さ れ た シ フ ト レ ジ ス タ ー （ shift register） と 、
前 記 シ フ ト レ ジ ス タ ー に 接 続 さ れ た レ ベ ル シ フ タ ー （ level shifter） と 、
前 記 レ ベ ル シ フ タ ー お よ び そ れ に 対 応 す る ゲ ー ト 回 路 に 接 続 さ れ た 出 力 バ ッ フ ァ ー （ outp
ut buffer） と
を 備 え る も の で あ っ て 、
前 記 第 １ ゲ ー ト ド ラ イ バ ー お よ び 前 記 第 ２ ゲ ー ト ド ラ イ バ ー が 、 前 記 Ｌ Ｃ パ ネ ル の 同 じ 側
面 ま た は 異 な る 側 面 に 設 置 さ れ 、
前 記 第 １ ゲ ー ト ド ラ イ バ ー お よ び 前 記 第 ２ ゲ ー ト ド ラ イ バ ー が 、 同 じ 側 面 に 設 置 さ れ て い
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る 時 、 前 記 第 １ ゲ ー ト ド ラ イ バ ー お よ び 前 記 第 ２ ゲ ー ト ド ラ イ バ ー が 、 同 じ ド ラ イ バ ー ま
た は 異 な る ド ラ イ バ ー と な る こ と が で き る も の で あ る 請 求 項 ２ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 液 晶 表 示 装 置 が 、 さ ら に 、 上 記 Ｌ Ｃ パ ネ ル に 接 続 さ れ た 第 ２ ソ ー ス ラ イ ン を 有 す る
第 ２ ソ ー ス ド ラ イ バ ー を 備 え る も の で あ っ て 、
上 記 第 １ ソ ー ス ラ イ ン に 実 際 の イ メ ー ジ デ ー タ が 供 給 さ れ る 時 、 前 記 第 ２ ソ ー ス ラ イ ン に
黒 い イ メ ー ジ デ ー タ が 供 給 さ れ る と と も に 、 ま た 、 そ の 逆 も 同 様 で あ る 請 求 項 ２ 記 載 の 液
晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 第 １ ソ ー ス ド ラ イ バ ー お よ び 上 記 第 ２ ソ ー ス ド ラ イ バ ー が 、 そ れ ぞ れ の デ ー タ 入 力
を 受 信 す る た め に 接 続 さ れ た デ ジ タ ル ／ ア ナ ロ グ 変 換 器 （ digital to analog converter 
= Ｄ Ａ Ｃ ） と 、
前 記 Ｄ Ａ Ｃ お よ び 前 記 第 １ ソ ー ス ラ イ ン に 接 続 さ れ る 出 力 バ ッ フ ァ ー （ output buffer）
と
を 備 え る も の で あ っ て 、
前 記 第 １ ソ ー ス ド ラ イ バ ー お よ び 前 記 第 ２ ソ ー ス ド ラ イ バ ー が 、 前 記 Ｌ Ｃ パ ネ ル の 同 じ 側
面 ま た は 異 な る 側 面 に 設 置 さ れ 、
前 記 第 １ ソ ー ス ド ラ イ バ ー お よ び 前 記 第 ２ ソ ー ス ド ラ イ バ ー が 同 じ 側 面 に 設 置 さ れ て い る
時 、 前 記 第 １ ソ ー ス ド ラ イ バ ー お よ び 前 記 第 ２ ソ ー ス ド ラ イ バ ー は 同 じ ド ラ イ バ ー ま た は
異 な る ド ラ イ バ ー と な る こ と が で き る 請 求 項 ８ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
こ の 発 明 は 、 液 晶 表 示 （ Ｌ Ｃ Ｄ ） パ ネ ル と そ の 駆 動 回 路 に 関 し 、 特 に 、 速 い 反 応 速 度 を 有
す る Ｌ Ｃ Ｄ （ liquid crystal display） パ ネ ル お よ び そ の 駆 動 回 路 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 の Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 駆 動 装 置 は 、 一 般 に 、 図 １ に 示 し た よ う な 構 造 を 有 す る 。 従 来 の Ｌ
Ｃ Ｄ パ ネ ル は 、 液 晶 （ Ｌ Ｃ ） パ ネ ル (panel)１ ０ ２ と 、 Ｌ Ｃ パ ネ ル １ ０ ２ の ゲ ー ト ラ イ ン (
gate line)Ｇ １ ， Ｇ ２ ， … Ｇ ｎ を 作 動 さ せ る た め に 使 用 さ れ る ゲ ー ト ド ラ イ バ ー (gate  d
river)１ ０ ４ と 、 ソ ー ス ラ イ ン (source line)Ｓ １ ， Ｓ ２ ， … Ｓ ｎ を 作 動 さ せ る た め に 使
用 さ れ る ソ ー ス ド ラ イ バ ー (source driver)１ ０ ６ と を 含 ん で い る 。 通 常 、 反 応 速 度 (resp
onse speed)が 十 分 に 速 く な い 場 合 、 速 い 動 作 に 対 し て 画 像 が 時 間 内 に 反 応 す る こ と が で
き ず 、 画 像 お よ び 文 字 が 完 全 に は 識 別 さ れ な い 。 こ れ は 、 画 像 遅 滞 現 象 と し て 知 ら れ て い
る 。 反 応 時 間 (response time)は 、 必 須 の 要 素 で あ り 、 重 要 な 問 題 は 、 入 力 信 号 に 対 す る
Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 反 応 速 度 、 つ ま り 、 明 か ら 暗 へ 、 暗 か ら 明 へ 、 あ る い は 灰 色 か ら 灰 色 へ 変
化 さ せ る た め に Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル に 対 し て 必 要 と さ れ る 動 作 時 間 で あ る 。 一 般 に 、 Ｔ Ｆ Ｔ  Ｌ
Ｃ Ｄ パ ネ ル 設 計 に お け る 反 応 時 間 は 、 上 昇 時 間 （ rising time = Ｔ ｒ ） と 下 降 時 間 （ fall
ing time = Ｔ ｆ ） と の ２ タ イ プ が あ り 、 反 応 時 間 は 、 こ れ ら ２ タ イ プ の 時 間 の 合 計 と な
る 。 反 応 時 間 が 小 さ く な れ ば な る ほ ど 、 反 応 速 度 が 速 く な る 。 反 応 時 間 が ４ ０ ｍ ｓ を 超 過
す る 場 合 は 、 そ の 動 作 対 象 に 対 し て 画 像 遅 滞 が 発 生 す る 。 現 在 の Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 標 準 反 応
時 間 は 、 通 常 、 約 ２ ５ ｍ ｓ 以 下 で あ り 、 少 数 の Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル が １ ６ ｍ ｓ 以 下 を 達 成 す る こ
と が で き る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 高 速 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 発 展 に お い て 、 視 覚 効 果 を 有 効 に 加 速 さ
せ る た め に 、 黒 い 画 像 を 挿 入 す る 方 法 が 使 用 さ れ て お り 、 画 像 遅 滞 現 象 を 減 少 さ せ る こ と
が で き る 。 黒 い 画 像 を 挿 入 す る 従 来 の 方 法 で は 、 フ レ ー ム 周 期 (frame period)内 に 黒 い 画
面 を 挿 入 す る 必 要 が あ り 、 フ レ ー ム 時 間 (frame time)を 消 費 す る 結 果 と な る 。 こ れ は 、 従

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-134864 A 2005.5.26



来 の Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 反 応 時 間 が 比 較 的 不 十 分 に 短 い の が 原 因 で あ る 。 こ の 問 題 を 解 決 す る
た め 、 フ レ ー ム に お け る 表 示 時 間 (display time) が 減 少 す る よ う に 、 光 学 補 正 複 屈 折 （ o
ptically compensated birefringent = Ｏ Ｃ Ｂ ） 液 晶 を 速 い 反 応 時 間 に お い て 使 用 す る 必
要 が あ る 。 Ｏ Ｃ Ｂ 液 晶 は 、 表 示 セ ル (display cell)構 造 を 有 す る 特 殊 な 液 晶 で あ る 。 Ｏ Ｃ
Ｂ 液 晶 は 、 継 続 駆 動 さ れ る よ う に 、 そ し て 灰 色 の レ ベ ル が 生 じ る よ う に 、 Ｏ Ｃ Ｂ 液 晶 の 駆
動 中 に ス プ レ ー （ Splay） 状 態 か ら ベ ン ド （ Bend） 状 態 に 予 め 変 え ら れ る 必 要 が あ る た め
、 駆 動 方 法 は 通 常 の ね じ れ ネ マ チ ッ ク （ Twisted Nematic = Ｔ Ｎ ） 液 晶 よ り も 複 雑 で あ る
。 Ｏ Ｃ Ｂ 液 晶 に お い て は 、 ソ ー ス 駆 動 回 路 の 出 力 周 波 数 を 上 げ る 必 要 も あ り 、 従 来 の Ｔ Ｎ
 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル が わ ず か ４ ８ Ｋ Ｈ ｚ で あ る の に 対 し 、 Ｏ Ｃ Ｂ 液 晶 に お い て は 通 常 ８ ０ Ｋ Ｈ
ｚ 以 上 で あ る こ と が 必 要 と さ れ る 。 さ ら に 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル (back light module
)は 、 黒 い 画 面 を 挿 入 す る た め に タ イ ム シ ー ケ ン ス と 関 連 づ け る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 し た 特 定 の 問 題 、 つ ま り 、 高 速 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 発 展 に お い て Ｏ Ｃ Ｂ 液 晶 を 使 用 す る
必 要 が あ る こ と 、 Ｏ Ｃ Ｂ 液 晶 の 使 用 中 に 高 い 駆 動 周 波 数 が 必 要 で あ る こ と 、 そ し て 黒 い 画
像 を 発 生 さ せ る た め に バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル に コ ン ト ロ ー ラ ー を 増 設 す る 必 要 が あ る こ
と と い っ た 問 題 を 解 決 す る た め に 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 反 応 時 間 を 向 上 さ せ る 機 能 を 有 す る 駆
動 装 置 を 備 え る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 発 明 は 、 反 応 時 間 が 向 上 し た Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の 発 明 は 、 さ ら に 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 反 応 時 間 を 向 上 さ せ る た め の 駆 動 装 置 を 提 供 す る も
の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 が 提 供 す る Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル は 、 少 な く と も 、 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン と 、 第
２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン と 、 第 １ グ ル ー プ の ソ ー ス ラ イ ン と を 含 み 、 ゲ ー ト パ ル ス 信 号
が ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン を 介 し て Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル で は 、 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン は 実 際 の イ メ ー ジ デ ー タ の ゲ ー
ト パ ル ス を 供 給 す る た め に 使 用 さ れ 、 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン は 黒 い イ メ ー ジ デ ー タ
の ゲ ー ト パ ル ス を 供 給 す る た め に 使 用 さ れ る の が 好 ま し い 。 ゲ ー ト パ ル ス が 供 給 さ れ て い
る 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン と 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン と の 間 の 時 間 差 は 、 １ 本 の
水 平 線 あ る い は 複 数 の 水 平 線 の 時 間 間 隔 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル で は 、 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン お よ び 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ
イ ン は 同 じ 側 面 ま た は 異 な る 側 面 の ど ち ら に も 設 置 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 の Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル で は 、 さ ら に 第 ２ グ ル ー プ の ソ ー ス ラ イ ン を 含 む の が 好 ま し い 。 第
１ グ ル ー プ の ソ ー ス ラ イ ン に は も と の 実 際 の イ メ ー ジ デ ー タ が 供 給 さ れ 、 第 ２ グ ル ー プ の
ソ ー ス ラ イ ン に は も と の 黒 い イ メ ー ジ デ ー タ が 供 給 さ れ る 。 あ る い は 、 第 １ グ ル ー プ の ソ
ー ス ラ イ ン に は も と の 黒 い イ メ ー ジ デ ー タ が 供 給 さ れ 、 第 ２ グ ル ー プ の ソ ー ス ラ イ ン に は
も と の 実 際 の イ メ ー ジ デ ー タ が 供 給 さ れ る 。 第 １ グ ル ー プ の ソ ー ス ラ イ ン と 第 ２ グ ル ー プ
の ソ ー ス ラ イ ン と の 間 の 時 間 差 は 、 １ 本 の 水 平 線 あ る い は 複 数 の 水 平 線 の 時 間 間 隔 で あ る
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 発 明 が さ ら に 提 供 す る 液 晶 表 示 の 駆 動 装 置 は 、 少 な く と も 、 Ｌ Ｃ パ ネ ル に 接 続 さ れ
た 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン を 有 す る 第 １ ゲ ー ト ド ラ イ バ ー と 、 Ｌ Ｃ パ ネ ル に 接 続 さ れ
た 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン を 有 す る 第 ２ ゲ ー ト ド ラ イ バ ー と 、 Ｌ Ｃ パ ネ ル に 接 続 さ れ
た 第 １ グ ル ー プ の ソ ー ス ラ イ ン と を 有 す る 第 １ ソ ー ス ド ラ イ バ ー を 備 え た Ｌ Ｃ パ ネ ル を 含
む 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 の Ｌ Ｃ Ｄ 駆 動 装 置 で は 、 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン は 実 際 の イ メ ー ジ デ ー タ の ゲ
ー ト パ ル ス を 供 給 す る た め に 使 用 さ れ 、 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン は 黒 い イ メ ー ジ デ ー
タ の ゲ ー ト パ ル ス を 供 給 す る た め に 使 用 さ れ る の が 好 ま し い 。 あ る い は 、 第 １ グ ル ー プ の
ゲ ー ト ラ イ ン は 黒 い イ メ ー ジ デ ー タ の ゲ ー ト パ ル ス を 供 給 す る た め に 使 用 さ れ 、 第 ２ グ ル
ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン は 実 際 の イ メ ー ジ デ ー タ の ゲ ー ト パ ル ス を 供 給 す る た め に 使 用 さ れ る
の が 好 ま し い 。 ゲ ー ト パ ル ス が 供 給 さ れ て い る 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン と 第 ２ グ ル ー
プ の ゲ ー ト ラ イ ン と の 間 の 時 間 差 は 、 １ 本 の 水 平 線 あ る い は 複 数 の 水 平 線 の 時 間 間 隔 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 の Ｌ Ｃ Ｄ 駆 動 装 置 で は 、 第 １ ゲ ー ト ド ラ イ バ ー お よ び 第 ２ ゲ ー ト ド ラ イ バ ー は そ れ ぞ
れ 入 力 信 号 を 受 信 す る た め に 接 続 さ れ た シ フ ト レ ジ ス タ ー と 、 シ フ ト レ ジ ス タ ー に 接 続 さ
れ た レ ベ ル シ フ タ ー と 、 レ ベ ル シ フ タ ー お よ び そ れ に 対 応 す る ゲ ー ト 回 路 に 接 続 さ れ た 出
力 バ ッ フ ァ ー と を さ ら に 備 え る こ と が 好 ま し い 。 第 １ ゲ ー ト ド ラ イ バ ー お よ び 第 ２ ゲ ー ト
ド ラ イ バ ー は 同 じ 側 面 ま た は 異 な る 側 面 の ど ち ら に も 設 置 さ れ る こ と が で き る 。 第 １ ゲ ー
ト ド ラ イ バ ー お よ び 第 ２ ゲ ー ト ド ラ イ バ ー が 同 じ 側 面 に 設 置 さ れ て い る 時 、 第 １ ゲ ー ト ド
ラ イ バ ー お よ び 第 ２ ゲ ー ト ド ラ イ バ ー は 同 じ ド ラ イ バ ー ま た は 異 な る ド ラ イ バ ー の ど ち ら
に も な る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 記 の Ｌ Ｃ Ｄ 駆 動 装 置 で は 、 Ｌ Ｃ パ ネ ル に 接 続 さ れ た 第 ２ グ ル ー プ の ソ ー ス ラ イ ン を 有 す
る 第 ２ グ ル ー プ の ソ ー ス ド ラ イ バ ー を さ ら に 備 え る こ と が 好 ま し い 。 第 １ グ ル ー プ の ソ ー
ス ラ イ ン は 、 も と の 実 際 の イ メ ー ジ デ ー タ を 供 給 す る た め に 使 用 さ れ 、 第 ２ グ ル ー プ の ソ
ー ス ラ イ ン は 、 も と の 黒 い イ メ ー ジ デ ー タ を 供 給 す る た め に 使 用 さ れ る 。 あ る い は 、 第 １
グ ル ー プ の ソ ー ス ラ イ ン は 、 も と の 黒 い イ メ ー ジ デ ー タ を 供 給 す る た め に 使 用 さ れ 、 第 ２
グ ル ー プ の ソ ー ス ラ イ ン は 、 も と の 実 際 の イ メ ー ジ デ ー タ を 供 給 す る た め に 使 用 さ れ る 。
デ ー タ が 供 給 さ れ て い る 第 １ グ ル ー プ の ソ ー ス ラ イ ン と 第 ２ グ ル ー プ の ソ ー ス ラ イ ン と の
間 の 時 間 差 は 、 １ 本 の 水 平 線 あ る い は 複 数 の 水 平 線 の 時 間 間 隔 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の Ｌ Ｃ Ｄ 駆 動 装 置 で は 、 そ れ ぞ れ の 第 １ ソ ー ス ド ラ イ バ ー お よ び 第 ２ ソ ー ス ド ラ イ
バ ー は 、 さ ら に 、 ア ナ ロ グ 入 力 デ ー タ に 接 続 さ れ た Ｄ Ａ Ｃ と 、 グ ル ー プ に 対 応 す る ソ ー ス
ラ イ ン と を 備 え る こ と が 好 ま し い 。 第 １ ソ ー ス ド ラ イ バ ー お よ び 第 ２ ソ ー ス ド ラ イ バ ー は
、 同 じ 側 面 ま た は 異 な る 側 面 の ど ち ら に も 設 置 さ れ る こ と が で き る 。 第 １ ソ ー ス ド ラ イ バ
ー お よ び 第 ２ ソ ー ス ド ラ イ バ ー が 同 じ 側 面 に あ る 場 合 、 第 １ ソ ー ス ド ラ イ バ ー お よ び 第 ２
ソ ー ス ド ラ イ バ ー は 同 じ ド ラ イ バ ー ま た は 異 な る ド ラ イ バ ー の ど ち ら に も な る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 の 説 明 に お い て 、 こ の 発 明 に か か る 速 い 反 応 速 度 を 有 す る Ｌ Ｃ Ｄ 駆 動 装 置 は 、 Ｌ Ｃ
パ ネ ル と し て Ｏ Ｃ Ｂ  Ｌ Ｃ を 使 用 せ ず に 、 Ｔ Ｎ （ Twisted Nematic） ま た は 垂 直 配 向 （ Vert
ical Alignment = Ｖ Ａ ） Ｌ Ｃ の み を 使 用 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 灰 色 の レ ベ
ル が 継 続 的 に 生 じ る よ う に 、 過 剰 に 高 い 駆 動 周 波 数 を 引 き 起 こ す の で 、 Ｏ Ｃ Ｂ  Ｌ Ｃ を ス
プ レ ー 状 態 か ら ベ ン ド 状 態 に 予 め 変 え る 必 要 が あ る と と も に 、 実 際 の イ メ ー ジ デ ー タ と 黒
い イ メ ー ジ デ ー タ と の 間 を コ ン ト ロ ー ル す る た め に バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル に コ ン ト ロ ー
ラ ー を 必 要 と す る と い っ た Ｏ Ｃ Ｂ  Ｌ Ｃ 使 用 に お け る 従 来 の 問 題 を 解 決 す る こ と が で き る
。 そ し て 、 生 産 コ ス ト 、 生 産 サ イ ク ル 、 Ｌ Ｃ Ｄ の 複 雑 性 な ど が 効 果 的 に 減 少 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 構 成 に よ り 、 こ の 発 明 に か か る Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル は 、 速 い 反 応 速 度 お よ び 駆 動 回 路 を 備
え て 、 Ｌ Ｃ パ ネ ル と し て Ｏ Ｃ Ｂ  Ｌ Ｃ を 使 用 せ ず に 、 Ｔ Ｎ  Ｌ Ｃ ま た は Ｖ Ａ  Ｌ Ｃ の み を 使
用 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 灰 色 の レ ベ ル が 継 続 的 に 生 じ る よ う に 、 過 剰 に 高 い
駆 動 周 波 数 を 減 少 さ せ る た め に Ｏ Ｃ Ｂ  Ｌ Ｃ を ス プ レ ー 状 態 か ら ベ ン ド 状 態 へ 予 め 変 え る
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必 要 が あ る と い っ た 従 来 の 問 題 を 解 決 す る こ と が で き る 。 ま た 、 従 来 の 設 計 で は 、 実 際 の
イ メ ー ジ デ ー タ と 黒 い イ メ ー ジ デ ー タ と の 間 を コ ン ト ロ ー ル す る た め に 、 バ ッ ク ラ イ ト モ
ジ ュ ー ル に 対 す る コ ン ト ロ ー ラ ー が 必 要 で あ っ た が 、 こ の 発 明 に よ り 、 生 産 コ ス ト 、 生 産
サ イ ク ル 、 Ｌ Ｃ Ｄ の 複 雑 性 な ど を 含 む い く つ か の 問 題 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 従 っ て
、 産 業 上 の 利 用 価 値 が 高 い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 に か か る 好 適 な 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
図 ２ に お い て 、 駆 動 回 路 を 備 え た Ｌ Ｃ パ ネ ル ２ ０ ２ は 、 常 時 ブ ラ ッ ク (normally black)パ
ネ ル 上 で の 使 用 に 適 し て お り 、 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ と 、 第 ２ グ ル ー プ
の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｒ １ ～ Ｇ Ｒ ｎ と 、 第 １ グ ル ー プ の ソ ー ス ラ イ ン Ｓ １ ～ Ｓ ｍ と を 含 ん で い
る 。 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ は 、 第 １ グ ル ー プ の ト ラ ン ジ ス タ ー Ｔ １ の ゲ
ー ト 電 極 に 接 続 さ れ 、 Ｌ Ｃ パ ネ ル ２ ０ ２ を デ ー タ 走 査 す る た め の ス イ ッ チ 機 能 と し て 作 用
す る 。 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｒ １ ～ Ｇ Ｒ ｎ は 、 第 ２ グ ル ー プ の ト ラ ン ジ ス タ ー Ｔ
２ の ゲ ー ト 電 極 に 接 続 さ れ る 。 ト ラ ン ジ ス タ ー Ｔ １ お よ び Ｔ ２ は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ー （
Ｔ Ｆ Ｔ ） を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 の 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ お よ び 第 ２ グ ル ー プ
の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｒ １ ～ Ｇ Ｒ ｎ は 、 Ｌ Ｃ パ ネ ル ２ ０ ２ に ゲ ー ト パ ル ス 信 号 を 供 給 す る た め
に 使 用 さ れ る 。 例 え ば 、 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ に 実 際 の イ メ ー ジ の ゲ ー
ト パ ル ス 信 号 が 供 給 さ れ る 時 、 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｒ １ ～ Ｇ Ｒ ｎ に 黒 い イ メ ー
ジ の ゲ ー ト パ ル ス 信 号 が 供 給 さ れ る 。 こ の 状 況 で は 、 黒 い イ メ ー ジ は 少 な く と も １ 本 の 水
平 線 ま た は 複 数 の 水 平 線 の 後 に 挿 入 さ れ る 。 あ る い は 、 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １
～ Ｇ ｎ に 黒 い イ メ ー ジ の ゲ ー ト パ ル ス 信 号 が 供 給 さ れ る 時 、 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン
Ｇ Ｒ １ ～ Ｇ Ｒ ｎ に 実 際 の イ メ ー ジ の ゲ ー ト パ ル ス 信 号 が 供 給 さ れ る 。 そ の 効 果 は 、 類 似 し
た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ２ に お い て 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ー ２ ０ ４ お よ び ソ ー ス ド ラ イ バ ー ２ ０ ６ が さ ら に 含 ま れ る
。 こ の 方 法 で は 、 ２ つ の グ ル ー プ の ゲ ー ト ド ラ イ バ ー の シ ー ケ ン ス Ｉ /Ｏ （ Ｄ Ｉ /Ｏ お よ
び Ｄ Ｒ Ｉ /Ｏ ） を 使 用 す る こ と に よ り 、 画 像 (pixel)に 飛 越 走 査 を 提 供 す る こ と が で き る
。 ２ つ の グ ル ー プ の シ ー ケ ン ス 信 号 Ｄ Ｉ /Ｏ お よ び Ｄ Ｒ Ｉ /Ｏ は 、 シ ー ケ ン ス コ ン ト ロ
ー ラ ー よ り 同 時 に 得 る こ と が で き る か 、 あ る い は そ れ ら の １ つ は ゲ ー ト ド ラ イ バ ー ２ ０ ４
か ら 内 部 計 数 に よ り 得 る こ と が で き る 。 ゲ ー ト ド ラ イ バ ー ２ ０ ４ に 供 給 さ れ て い る ２ つ の
シ ー ケ ン ス 信 号 Ｄ Ｉ /Ｏ お よ び Ｄ Ｒ Ｉ /Ｏ を 使 用 す る と 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル を 駆 動 さ せ る た
め に パ ル ス 信 号 が 発 生 し 、 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ お よ び 第 ２ グ ル ー プ の
ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｒ １ ～ Ｇ Ｒ ｎ に 出 力 さ れ る 。 図 ６ で は 、 こ の 発 明 に か か る 好 適 な 実 施 例 に
基 づ き 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ー の 出 力 信 号 を 図 示 す る 。 例 え ば 、 シ ー ケ ン ス 信 号 Ｄ Ｉ /Ｏ が
ゲ ー ト ド ラ イ バ ー ２ ０ ４ に 供 給 さ れ た 後 、 ゲ ー ト パ ル ス 信 号 が 順 番 に 発 生 さ れ て 、 第 １ グ
ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ に 供 給 さ れ る 。 ゲ ー ト ド ラ イ バ ー の 入 力 コ ン ト ロ ー ル に
対 す る 上 下 （ Up/Down, Ｕ /Ｄ ） 状 態 は Ｕ /Ｄ ＝ １ で あ る 。 こ の 時 点 で は 、 ソ ー ス ド ラ イ バ
ー ２ ０ ６ か ら の 実 際 の イ メ ー ジ デ ー タ は 、 走 査 さ れ た ラ イ ン の 画 素 へ 出 力 さ れ る 。 シ ー ケ
ン ス 信 号 Ｄ Ｉ /Ｏ が 供 給 さ れ た 後 の 期 間 で は 、 シ ー ケ ン ス 信 号 Ｄ Ｒ Ｉ /Ｏ が ゲ ー ト ド ラ
イ バ ー ２ ０ ４ に 供 給 さ れ る 。 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｒ １ ～ Ｇ Ｒ ｎ に 対 す る 黒 い イ
メ ー ジ デ ー タ の ゲ ー ト パ ル ス 信 号 は 連 続 的 に 発 生 し 、 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｒ １
～ Ｇ Ｒ ｎ に 出 力 さ れ る 。 こ の 場 合 に お け る ゲ ー ト ド ラ イ バ ー は Ｕ /Ｄ ＝ １ で あ る 。 図 ６ に
示 す よ う に 、 実 際 の イ メ ー ジ デ ー タ お よ び 黒 い イ メ ー ジ デ ー タ の 走 査 信 号 は 、 相 対 的 に 時
間 差 を 有 す る 。 こ の 時 間 差 は 、 水 平 線 の 有 効 画 像 時 間 と 呼 ば れ る 。 有 効 画 像 時 間 の 分 量 は
、 人 の 目 の イ ン パ ル ス 応 答 (impulse response)に よ っ て 決 ま る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ４ （ ａ ） お よ び 図 ４ （ ｂ ） で は 、 こ の 発 明 に か か る 好 適 な 実 施 例 に 基 づ き 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ
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ル の 駆 動 回 路 を 図 示 す る 。 図 ４ （ ａ ） は 、 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ お よ び
第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｒ １ ～ Ｇ Ｒ ｎ に 対 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ ー ２ ０ ４ が Ｌ Ｃ パ ネ
ル の 同 じ 側 面 に あ る 時 の 構 造 を 示 す 。 一 方 、 図 ４ （ ｂ ） は 、 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン
Ｇ １ ～ Ｇ ｎ に 対 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ ー ２ ０ ４ ａ と 、 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｒ １ ～
Ｇ Ｒ ｎ に 対 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ ー ２ ０ ４ ｂ と が 、 Ｌ Ｃ パ ネ ル の 異 な る 側 面 に あ る 時 の 構 造
を 示 す 。 シ ー ケ ン ス 信 号 Ｄ Ｉ /Ｏ が ゲ ー ト ド ラ イ バ ー ２ ０ ４ ａ に 供 給 さ れ 、 シ ー ケ ン ス
信 号 Ｄ Ｒ Ｉ /Ｏ が ゲ ー ト ド ラ イ バ ー ２ ０ ４ ｂ に 供 給 さ れ 、 パ ル ス 信 号 が 発 生 さ れ て 、 第
１ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ お よ び 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｒ １ ～ Ｇ Ｒ ｎ
に 供 給 さ れ る 。 そ の 結 果 は 、 図 ４ （ ａ ） の 結 果 に 類 似 す る 。 図 ７ で は 、 こ の 発 明 に か か る
好 適 な 実 施 例 に 基 づ き 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 画 像 フ レ ー ム に 対 す る 走 査 状 態 を 図 示 す る 。 図 ７
に お い て 、 時 間 の 中 間 部 分 に お け る 走 査 結 果 は 、 上 部 か ら 下 部 ま で 走 査 さ れ た 実 際 の イ メ
ー ジ の 出 力 で あ り 、 時 間 の 前 段 と 後 段 に お け る 走 査 結 果 は 、 上 部 か ら 下 部 の 実 際 の イ メ ー
ジ と 共 に 走 査 さ れ た 黒 い イ メ ー ジ の 出 力 で あ る 。 言 い 換 え る と 、 黒 い イ メ ー ジ の 出 力 は 、
1本 の 水 平 線 、 複 数 の 水 平 線 あ る い は 全 体 の イ メ ー ジ か そ れ 以 上 の 期 間 に お い て 持 続 さ せ
る こ と が で き る 。 全 て の ゲ ー ト ド ラ イ バ ー に 対 す る 走 査 方 向 は 、 上 部 か ら 下 部 ま た は 下 部
か ら 上 部 の ど ち ら と も す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 に か か る も う 1つ の 好 適 な 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 ３ に お い て 、 駆 動 装 置 を 備 え た Ｌ Ｃ パ ネ ル ３ ０ ２ は 、 常 時 白 (normally white)パ ネ ル
お よ び 常 時 黒 (normally black)パ ネ ル 上 に お い て 使 用 す る の に 適 切 で あ り 、 第 １ グ ル ー プ
の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ 、 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｒ １ ～ Ｇ Ｒ ｎ 、 第 １ グ ル ー プ
の ソ ー ス ラ イ ン Ｓ １ ～ Ｓ ｍ 、 お よ び 第 ２ グ ル ー プ の ソ ー ス ラ イ ン Ｓ Ｒ １ ～ Ｓ Ｒ ｍ を 含 む 。
第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ は 、 駆 動 の た め に Ｌ Ｃ パ ネ ル の 第 １ グ ル ー プ の ト
ラ ン ジ ス タ ー Ｔ ３ の ゲ ー ト 電 極 に 接 続 さ れ る 。 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｒ １ ～ Ｇ Ｒ
ｎ は 、 第 ２ グ ル ー プ の ト ラ ン ジ ス タ ー Ｔ ４ の ゲ ー ト 電 極 に 接 続 さ れ る が 、 こ れ ら の ト ラ ン
ジ ス タ ー Ｔ ３ お よ び Ｔ ４ は 、 Ｔ Ｆ Ｔ を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 の 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ お よ び 第 ２ グ ル ー プ
の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｒ １ ～ Ｇ Ｒ ｎ の う ち 少 な く と も １ つ は 、 Ｌ Ｃ パ ネ ル ３ ０ ２ に パ ル ス 信 号
を 供 給 す る た め に 使 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ
ｎ に 実 際 の イ メ ー ジ の ゲ ー ト パ ル ス 信 号 が 供 給 さ れ る 時 、 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ
Ｒ １ ～ Ｇ Ｒ ｎ に 黒 い イ メ ー ジ の ゲ ー ト パ ル ス 信 号 が 供 給 さ れ る 。 こ の 状 況 に お い て 、 黒 い
イ メ ー ジ は 少 な く と も 1本 の 水 平 線 ま た は 複 数 の 水 平 線 の 後 に 挿 入 さ れ る 。 も し く は 、 第
１ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ に 黒 い イ メ ー ジ の ゲ ー ト パ ル ス 信 号 が 供 給 さ れ る 時
、 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｒ １ ～ Ｇ Ｒ ｎ に 実 際 の イ メ ー ジ の ゲ ー ト パ ル ス 信 号 が 供
給 さ れ る 。 そ の 効 果 は 、 類 似 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ に お い て 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ー ３ ０ ４ お よ び ソ ー ス ド ラ イ バ ー ３ ０ ６ が さ ら に 含 ま れ
る 。 こ の 状 況 に お い て 、 ２ グ ル ー プ の シ ー ケ ン ス 信 号 Ｄ Ｉ /Ｏ お よ び Ｄ Ｒ Ｉ /Ｏ ） を 使
用 す る こ と に よ り 、 画 像 に 飛 越 走 査 を 提 供 す る こ と が で き る 。 ２ グ ル ー プ の シ ー ケ ン ス 信
号 Ｄ Ｉ /Ｏ お よ び Ｄ Ｒ Ｉ /Ｏ は 、 シ ー ケ ン ス コ ン ト ロ ー ラ ー か ら 同 時 に 得 る こ と が で き
る か 、 あ る い は 、 そ れ ら の １ つ は ゲ ー ト ド ラ イ バ ー ３ ０ ４ よ り 内 部 計 数 で 得 る こ と が で き
る 。 ゲ ー ト ド ラ イ バ ー ３ ０ ４ に 供 給 さ れ て い る ２ つ の シ ー ケ ン ス 信 号 Ｄ Ｉ /Ｏ お よ び Ｄ
Ｒ Ｉ /Ｏ を 使 用 す る と 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル を 駆 動 さ せ る た め に パ ル ス 信 号 が 発 生 さ れ て 、 第
１ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ お よ び 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｒ １ ～ Ｇ Ｒ ｎ
に 出 力 さ れ る 。 図 ６ で は 、 こ の 発 明 に か か る 好 適 な 実 施 例 に 基 づ き 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ー の
出 力 信 号 を 図 示 す る 。 例 え ば 、 シ ー ケ ン ス 信 号 Ｄ Ｉ /Ｏ が ゲ ー ト ド ラ イ バ ー ３ ０ ４ に 供
給 さ れ た 後 、 ゲ ー ト パ ル ス 信 号 が 順 番 に 発 生 さ れ て 、 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～
Ｇ ｎ に 供 給 さ れ る 。 こ の 時 、 ソ ー ス ド ラ イ バ ー ３ ０ ６ か ら の 実 際 の イ メ ー ジ デ ー タ は 、 走
査 さ れ た ラ イ ン の 画 素 へ 出 力 さ れ る 。 シ ー ケ ン ス 信 号 Ｄ Ｉ /Ｏ が 供 給 さ れ た 後 の 期 間 に
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、 シ ー ケ ン ス 信 号 Ｄ Ｒ Ｉ /Ｏ が ゲ ー ト ド ラ イ バ ー ３ ０ ４ に 供 給 さ れ る 。 第 ２ グ ル ー プ の
ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｒ １ ～ Ｇ Ｒ ｎ に 対 す る 黒 い イ メ ー ジ デ ー タ の ゲ ー ト パ ル ス 信 号 は 連 続 的 に
発 生 さ れ て 、 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｒ １ ～ Ｇ Ｒ ｎ に 出 力 さ れ る 。 図 ６ に 示 す よ う
に 、 実 際 の イ メ ー ジ デ ー タ お よ び 黒 い イ メ ー ジ デ ー タ の 走 査 信 号 は 、 相 対 的 に 時 間 差 を 有
す る 。 こ の 時 間 差 は 、 水 平 線 の 有 効 画 像 時 間 と 呼 ば れ る 。 有 効 画 像 時 間 の 分 量 は 、 人 の 目
の イ ン パ ル ス 応 答 に よ り 決 ま る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ４ （ ａ ） お よ び 図 ４ （ ｂ ） に お い て 、 図 ４ （ ａ ） は 、 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １
～ Ｇ ｎ お よ び 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｒ １ ～ Ｇ Ｒ ｎ に 対 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ ー ３ ０
４ が Ｌ Ｃ パ ネ ル ３ ０ ２ の 同 じ 側 面 に あ る 時 の 構 造 を 示 す 。 一 方 、 図 ４ （ ｂ ） は 、 第 １ グ ル
ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ の 第 １ ゲ ー ト ド ラ イ バ ー ３ ０ ４ ａ お よ び 第 ２ グ ル ー プ の ゲ
ー ト ラ イ ン Ｇ Ｒ １ ～ Ｇ Ｒ ｎ の 第 ２ ゲ ー ト ド ラ イ バ ー ３ ０ ４ ｂ が 異 な る 側 面 に あ る 時 の 構 造
を 示 す 。 シ ー ケ ン ス 信 号 Ｄ Ｉ /Ｏ が ゲ ー ト ド ラ イ バ ー ３ ０ ４ ａ に 供 給 さ れ 、 シ ー ケ ン ス
信 号 Ｄ Ｒ Ｉ /Ｏ が ゲ ー ト ド ラ イ バ ー ３ ０ ４ ｂ に 供 給 さ れ て 、 パ ル ス 信 号 が 発 生 さ れ 、 第
１ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ お よ び 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｒ １ ～ Ｇ Ｒ ｎ
に 供 給 さ れ る 。 そ の 結 果 は 、 図 ４ （ ａ ） の 結 果 に 類 似 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ５ （ ａ ） お よ び ５ （ ｂ ） に お い て 、 図 ５ （ ａ ） は 、 第 １ グ ル ー プ の ソ ー ス ラ イ ン Ｓ １ ～
Ｓ ｍ お よ び 第 ２ グ ル ー プ の ソ ー ス ラ イ ン Ｓ Ｒ １ ～ Ｓ Ｒ ｍ に 対 す る ソ ー ス ド ラ イ バ ー ３ ０ ６
が Ｌ Ｃ パ ネ ル ３ ０ ２ の 同 じ 側 面 に あ る 時 の 構 造 を 示 す 。 一 方 、 図 ５ （ ｂ ） は 、 第 １ グ ル ー
プ の ソ ー ス ラ イ ン Ｓ １ ～ Ｓ ｍ の 第 １ ソ ー ス ド ラ イ バ ー ３ ０ ６ ａ お よ び 第 ２ グ ル ー プ の ソ ー
ス ラ イ ン Ｓ Ｒ １ ～ Ｓ Ｒ ｍ の 第 ２ ソ ー ス ド ラ イ バ ー ３ ０ ６ ｂ が 異 な る 側 面 に あ る 時 の 構 造 を
示 す 。 図 ５ （ ａ ） お よ び 図 ５ （ ｂ ） に お い て 、 Ｌ Ｃ パ ネ ル ３ ０ ２ の 異 な る 側 面 に 設 置 さ れ
た 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ お よ び 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｒ １ ～ Ｇ
Ｒ ｎ の 構 造 と 、 Ｌ Ｃ パ ネ ル ３ ０ ２ の 同 じ 側 面 に 設 置 さ れ た 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ
１ ～ Ｇ ｎ お よ び 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｒ １ ～ Ｇ Ｒ ｎ の 構 造 は 、 図 ５ （ ａ ） お よ び
図 ５ （ ｂ ） に お い て 示 し た よ う に 、 以 下 の よ う な 同 じ 結 果 を も た ら す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 例 え ば 、 第 １ グ ル ー プ の ソ ー ス ラ イ ン Ｓ １ ～ Ｓ ｍ が 実 際 の イ メ ー ジ デ ー タ を 供 給 す る た
め に 使 用 さ れ る 時 、 第 ２ グ ル ー プ の ソ ー ス ラ イ ン Ｓ Ｒ １ ～ Ｓ Ｒ ｍ は 黒 い イ メ ー ジ デ ー タ を
供 給 す る た め に 使 用 さ れ る 。 こ の 方 法 で は 、 少 な く と も １ 本 ま た は 複 数 の 水 平 線 と の 間 に
、 黒 い イ メ ー ジ が 挿 入 さ れ る 。 一 方 、 第 １ グ ル ー プ の ソ ー ス ラ イ ン Ｓ １ ～ Ｓ ｍ が 黒 い イ メ
ー ジ デ ー タ を 供 給 す る た め に 使 用 さ れ 、 第 ２ グ ル ー プ の ソ ー ス ラ イ ン Ｓ Ｒ １ ～ Ｓ Ｒ ｍ が 実
際 の イ メ ー ジ デ ー タ を 供 給 す る た め に 使 用 さ れ て も 、 同 じ 結 果 を も た ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ８ は 、 こ の 発 明 に か か る 好 適 な 実 施 例 に 基 づ き 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ー を 図 示 す る ブ ロ ッ
ク 図 で あ る 。 図 ８ に お い て 、 ド ラ イ バ ー ８ ０ ０ は 、 上 記 し た ゲ ー ト ド ラ イ バ ー ２ ０ ４ お よ
び ３ ０ ４ と 、 第 1ゲ ー ト ド ラ イ バ ー ２ ０ ４ ａ お よ び ３ ０ ４ ａ と 、 第 ２ ゲ ー ト ド ラ イ バ ー ２
０ ４ ｂ お よ び ３ ０ ４ ｂ と を 含 む 。 内 部 機 能 ブ ロ ッ ク は 、 少 な く と も デ ー タ 入 力 を 受 信 す る
た め に 接 続 さ れ た シ フ ト レ ジ ス タ ー (shift register)８ ０ ２ を 含 む が 、 少 な く と も シ ー ケ
ン ス 信 号 Ｄ Ｉ /Ｏ お よ び Ｄ Ｒ Ｉ /Ｏ 、 あ る い は シ ー ケ ン ス 信 号 Ｄ Ｏ /Ｉ お よ び Ｄ Ｒ
Ｏ /Ｉ さ え も 含 む 。 出 力 バ ッ フ ァ ー (output buffer)８ ０ ６ は 、 レ ベ ル シ フ タ ー ８ ０ ４ (lev
el shifter)お よ び 対 応 す る ゲ ー ト ラ イ ン に 接 続 さ れ る 。 図 ８ に お い て 、 電 圧 Ｖ Ｇ Ｇ お よ
び Ｖ Ｅ Ｅ は そ れ ぞ れ Ｇ １ か ら Ｇ ｎ ま で の ゲ ー ト ラ イ ン に 対 す る 正 バ イ ア ス お よ び 負 バ イ ア
ス の 入 力 電 圧 を 示 す 。 図 面 に お い て 、 Ｖ Ｄ Ｄ は デ ジ タ ル 回 路 に 対 す る 入 力 電 圧 を 示 す 。 Ｃ
Ｌ Ｋ は 入 力 ク ロ ッ ク を 示 し 、 Ｕ /Ｄ は ゲ ー ト ド ラ イ バ ー の 上 下 （ Up/Down） の コ ン ト ロ ー ル
入 力 を 示 す 。 第 １ ゲ ー ト ド ラ イ バ ー ２ ０ ４ ａ の 第 １ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ は
、 図 ８ に 示 す よ う に 、 第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｒ １ ～ Ｇ Ｒ ｎ 、 あ る い は 第 １ お よ び
第 ２ グ ル ー プ の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ 、 Ｇ Ｒ １ ～ Ｇ ｎ 、 Ｇ Ｒ ｎ に な る こ と が で き る 。 ゲ ー ト ド
ラ イ バ ー ８ ０ ０ は 、 さ ら に 、 他 の 動 作 を 実 行 す る た め に コ ン ト ロ ー ル ブ ロ ッ ク ８ ０ ８ を 含
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む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ９ は 、 こ の 発 明 に か か る 好 適 な 実 施 例 に 基 づ き 、 ソ ー ス ド ラ イ バ ー を 図 示 す る ブ ロ ッ
ク 図 で あ る 。 図 ９ に お い て 、 ド ラ イ バ ー ９ ０ ０ は 、 上 記 し た ソ ー ス ド ラ イ バ ー ２ ０ ６ お よ
び ３ ０ ６ と 、 第 1ソ ー ス ド ラ イ バ ー ３ ０ ６ aと 、 第 ２ ソ ー ス ド ラ イ バ ー ３ ０ ６ ｂ と を 含 む 。
内 部 機 能 ブ ロ ッ ク は 、 基 準 入 力 信 号 を 受 信 す る た め に 接 続 さ れ た デ ジ タ ル ／ ア ナ ロ グ コ ン
バ ー タ （ digital to analog converter = Ｄ Ａ Ｃ ） ９ ０ ２ 、 Ｄ Ａ Ｃ ９ ０ ２ に 接 続 さ れ た 出
力 バ ッ フ ァ ー (output buffer)９ ０ ４ お よ び 対 応 す る ソ ー ス ラ イ ン Ｓ １ ～ Ｓ ｍ を 含 む 。 ソ
ー ス ド ラ イ バ ー は さ ら に 、 他 の 動 作 を 実 行 す る た め に コ ン ト ロ ー ル ブ ロ ッ ク ９ ０ ６ を 含 む
。 図 ９ に お け る Ｐ Ｏ Ｌ は 、 電 気 極 性 の コ ン ト ロ ー ル 入 力 を 示 し 、 Ｌ Ｄ は 、 ラ ッ チ ン グ コ ン
ト ロ ー ル 入 力 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 の ご と く 、 こ の 発 明 を 好 適 な 実 施 例 に よ り 開 示 し た が 、 も と よ り 、 こ の 発 明 を 限 定
す る た め の も の で は な く 、 当 業 者 で あ れ ば 容 易 に 理 解 で き る よ う に 、 こ の 発 明 の 技 術 思 想
の 範 囲 内 に お い て 、 適 当 な 変 更 な ら び に 修 正 が 当 然 な さ れ う る も の で あ る か ら 、 そ の 特 許
権 保 護 の 範 囲 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 お よ び 、 そ れ と 均 等 な 領 域 を 基 準 と し て 定 め な け れ ば な
ら な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 従 来 の Ｔ Ｆ Ｔ -Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル 構 造 を 示 す 回 路 構 成 面 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 に か か る 好 適 な 実 施 例 に 基 づ き 、 ド ラ イ バ ー を 有 す る Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル を 示
す 回 路 構 成 面 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 に か か る も う １ つ の 好 適 な 実 施 例 に 基 づ き 、 ド ラ イ バ ー を 有 す る Ｌ Ｃ Ｄ
パ ネ ル を 示 す 回 路 構 成 面 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 、 こ の 発 明 に か か る 好 適 な 実 施 例 に 基 づ き 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル に お け
る 駆 動 装 置 を 示 す 回 路 構 成 面 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 、 こ の 発 明 に か か る も う １ つ の 好 適 な 実 施 例 に 基 づ き 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ
ネ ル に お け る 駆 動 装 置 を 示 す 回 路 構 成 面 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 に か か る 好 適 な 実 施 例 に 基 づ き 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ー の 出 力 信 号 を 示 す タ
イ ミ ン グ 面 で あ る 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 に か か る 好 適 な 実 施 例 に 基 づ き 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 画 像 フ レ ー ム に 対 す る
走 査 状 態 を 示 す 説 明 面 で あ る 。
【 図 ８ 】 こ の 発 明 の 好 適 な 実 施 例 に か か る ゲ ー ト ド ラ イ バ ー を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 こ の 発 明 の 好 適 な 実 施 例 に か か る ソ ー ス ド ラ イ バ ー を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
２ ０ ２ 、 ３ ０ ２ 　 Ｌ Ｃ パ ネ ル
Ｇ １ ～ Ｇ ｎ 、 Ｇ Ｒ １ ～ Ｇ Ｒ ｎ 　 ゲ ー ト ラ イ ン
Ｓ １ ～ Ｓ ｍ 、 Ｓ Ｒ １ ～ Ｓ Ｒ ｍ 　 ソ ー ス ラ イ ン
Ｔ １ 、 Ｔ ２ 、 Ｔ ３ 、 Ｔ ４ 　 ト ラ ン ジ ス タ ー
２ ０ ４ 、 ２ ０ ４ ａ 、 ２ ０ ４ ｂ 、 ３ ０ ４ 、 ３ ０ ４ ａ 、 ３ ０ ４ ｂ 　 ゲ ー ト ド ラ イ バ ー
２ ０ ６ 、 ２ ０ ６ ａ 、 ２ ０ ６ ｂ 、 ３ ０ ６ 、 ３ ０ ６ ａ 、 ３ ０ ６ ｂ 　 ソ ー ス ド ラ イ バ ー
８ ０ ０ 　 ド ラ イ バ ー
８ ０ ２ 　 シ フ ト レ ジ ス タ ー
８ ０ ４ 　 レ ベ ル シ フ タ ー
８ ０ ６ 　 出 力 バ ッ フ ァ ー
８ ０ ８ 　 コ ン ト ロ ー ル ブ ロ ッ ク
９ ０ ０ 　 ド ラ イ バ ー
９ ０ ２ 　 デ ジ タ ル ／ ア ナ ロ グ コ ン バ ー タ （ Ｄ Ａ Ｃ ）
９ ０ ４ 　 出 力 バ ッ フ ァ ー
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９ ０ ６ 　 コ ン ト ロ ー ル ブ ロ ッ ク
Ｄ Ｉ /Ｏ 、 Ｄ Ｒ Ｉ /Ｏ 、 Ｄ Ｏ /Ｉ 、 Ｄ Ｒ Ｏ /Ｉ 　 シ ー ケ ン ス 信 号
Ｖ Ｇ Ｇ 、 Ｖ Ｅ Ｅ 、 Ｖ Ｄ Ｄ 　 入 力 電 圧
Ｃ Ｌ Ｋ 　 入 力 ク ロ ッ ク
Ｐ Ｏ Ｌ 　 電 気 極 性 コ ン ト ロ ー ル 入 力
Ｌ Ｄ 　 ラ ッ チ ン グ コ ン ト ロ ー ル 入 力

【 図 １ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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